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4. 甲状腺検診の受検者アンケート（那須塩原市）結果報告（第１報）
清 水 奈名子
①甲状腺検査とアンケート調査の概要
検査とアンケート実施日： 2014年6月14（土）・
15日（日）
場所： 東那須野公民館 1 階 （那須塩原市東小
屋 474-11）
検査事業主催団体： 「関東子ども健康調査支援
基金」（事務局・茨城県守
谷市）
那須塩原・放射能から子ど
もを守る会（那須塩原市）
協力医： 島根大学医学部総合医療学 外科教授 
野宗義博 先生
回収率： 受検した101世帯のうち97世帯が回答
（回収率は96％）
方法： 実施者が検査会場で参与観察をしなが
ら、子どもの検査を終えた保護者にアン
ケート調査の目的と方法を口頭と書面で
説明し、同意が得られた対象者にその場
でアンケート調査用紙（無記名）に記入
をしていただいた。
②アンケート調査項目と単純集計結果
（自由記述欄は誤字脱字も含めてそのまま記入
した。パーセンテージは小数点以下の四捨五入
で計算しているため、合計が100％にならない
ものもある。）
1．お住まいの地域を教えてください。
那須塩原市：62 世帯（64％）　
大田原市：21 世帯（22％）　
佐野市：3 世帯（3％）
那須町：2 世帯（2％）　
塩谷町：2 世帯（2％）　
小山市：2 世帯（2％）　
那須烏山市：1 世帯（1％）　
宇都宮市 :1 世帯（1％）　
さくら市：1 世帯（1％）
益子町 : １世帯（1％）　
不明：世帯（1％）　
2．検診を受けられるお子様の人数と年齢、性別を教えてください。
　合計：136 人　男：73 人（54％）　女：62 人　（46％）　不明：1 人
　　0 ～ 5 歳：56 人（41％）　
　　6 ～ 12 歳：65 人（48％）　
　　13 ～ 15 歳：6 人（4％）　
　　15 歳以上（親を含む）：9 人（6％）
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3．今回検診を受けられた理由は何ですか。当てはまる項目すべてに○をつけてください
①　2011 年 3 月の原発事故の時に受けた放射線の健康への影響が心配なため。
　　　　86 人（89％）
②　現在までに屋外などで体の外から受けた放射線の健康への影響が心配なため。
　　　　70 人（72％）
③　食べものや飲料水等によって放射性物質を体内に摂取する可能性を心配しているため。
　　　　68 人（70％）
④　放射線が原因となって甲状腺に異常がないかどうか確認したいため。
　　　　88 人（91％）
⑤　子どもの体調について、事故前にはなかった心配な症状があるため。
　　　　6 人（6％）
　　具体的な症状（自由記述）
　　　 （鼻血がよく出る／ぜんそくになりました／気管支ぜんそく、中耳炎（以前は病気をしなかっ
た子が発症）／アレルギーの悪化など（現在はなし））　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑥　放射線の影響については心配していないが、健康状態に異常がないことを確認したいため。
　　　　10 人（1％）
⑦　その他　（書き込みなし）
4．今回の検診を受けた後で、今後の甲状腺検診についてどのように考えておられますか。当てはま
る項目を一つ選んで○をつけてください。
①　今回の検診で不安は解消されたので、今後の甲状腺検診は希望しない。
　　　　4 人（4％）　
②　今回の検診で不安は解消されなかったが、今後の甲状腺検診は希望しない。
　　　　0 人
③　今回の検診で不安は解消されたが、今後も定期的な甲状腺検診を希望する。
　　　　84 人（87％）
④　今回の検診で不安は解消されなかったので、今後も定期的な甲状腺検診を希望する。
　　　　8 人（8％）
⑤　その他　（自由記述）
　　　　1 人（1％）（嚢胞の指摘を受けたので、年 1 回の follow up を期待したい）
5．今後の健康調査に関して、国や自治体が責任をもって実施することを希望しますか。
①　希望する　95 人（98％）
②　希望しない　0 人
③　その他　2 人（2％）( 自由記述 )
（国や自治体が実施すると、細かく検査せず大丈夫と判断しそうで心配。たとえば尿検査の閾値を
高くするなど。／正確に行ってもらえば希望する）　
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　6．質問5で「①希望する」と答えた方にうかがいます。国や自治体が健康調査を行う場合、どの
ような希望がありますか。当てはまる項目に○をつけてください。
①受検者について：a. 希望者のみ　23 人（24％）
b. 18 歳以下は全員学校などで実施　72 人（76％）
c. その他（　　　　　　）　0 人　　　
②費用について：a. 無料（国や県の助成による）　73 人（77％）
b. 受検者の一部負担でもよい　　22 人（23％）　
③場所について：a. 地域の公民館や学校など近所で　90 人（95％）
b. 離れた地域にある病院等でも構わない　4 人（4％）
無回答　1 人（1％）
④検査の回数について：a. 半年に 1 回　13 人（14％）
b. 年 1 回　77 人（81％）
c. 2 年に 1 回程度　6 人（6％）
（注：合計人数が 76 人となるのは二つの選択肢を同時に選んだ回答者が 1 名いたため）
⑤検査の期間について：a. 今後 5 年間　4 人（4％）
b. 今後 10 年間　23 人（24％）
c. 今後 10 年以上なるべく長期的に　67 人（70％）
無回答　1 人　（1％）
⑥検査項目について：a. 甲状腺のみ　7 人（7％）
b. 甲状腺以外も徐々に拡大　71 人（75％）
c. すぐに項目を増やすべき　16 人（17％）
無回答　1 人（1％）
⑦検査結果について：a. 個人が特定されない方法で異常が見つかった人数などを公表すべき　
78 人（82％）　
b. 当事者以外には公表はすべきでない　　
15 人（16％）
無回答　2 人（2％）
③集計結果の分析
那須塩原市をはじめとする栃木県北地域
は、環境省によって「汚染状況重点調査地域」
に指定されているが、現在に至るまで国や自治
体による健康調査は実施されていない。しか
しながら、今回のアンケート集計結果から、
現在も東京電力福島第一原発事故によってもた
らされた放射能汚染による健康影響について、
89％にのぼる保護者が不安を抱えており、91％
が放射線による甲状腺への影響がないかを確
認したいと考えていることが分かった。また
87％が今後も継続的な健康調査を希望してお
り、98％が国や自治体による健康調査の実施を
求めていること、92％が検査項目も甲状腺以外
に拡大することを希望していることが明らか
になった。本アンケート調査対象者の一部に
2015 年 2 月から 5 月にかけて行う聞き取り調
査の結果とあわせて、2015 年度中により詳細
な分析結果の執筆・刊行を予定している。
